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ＷＥ２１ジャパン・ほどがやでは、2014年度に向けた支

援先・支援金を決定いたしました。助成金・寄付・募金等

さまざまな形で多くの活動に支援することができました。 

 

支援金は、ショップでお買い物をする、ＷＥほどがやの

活動に共感しボランティア参加をするなど、皆様のご協力

によるものです。今後ともご支援・ご協力をよろしくお願い

いたします。 

    

  

 

  
 

  

  

 

 

 

 

    

２０１３年度助成・寄付・募金報告 

フィリピン共和国 
 ★IYAMAN．ｉｎｃ  ｢環境教育プロジェクト｣                                   １５万円 

小学生を対象に学校で環境についての学びを進めます。 

 ★ＷＥ２１ジャパン｢ルボ村鉱山開発跡地の環境回復のための植林と有機農業｣            １５万円 

               鉱山開発跡地で暮らす住民に、環境回復のための植林活動と生計手段 

としての有機農業を進めます。 

 ★BENETEN   「鉱山開発に脅かされている先住民族に対する専門家による支援活動」       ５万円 

先住民族の権利を守るための活動                            

タイ国 
 ★シェア＝国際保健協力市民の会  

「ﾀｲｰﾗｵｽ国境地域における HIV 予防啓発及びケアプロジェクト」          １０万円 

               ＨＩＶ陽性者へのケア及び地域への予防啓発活動 

インド 
 ★DRCSC     「農村地域女性のｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄを目的とするﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの支援」              １０万円 

               女性の生活向上に向けた活動支援 
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＜東日本復興支援関連＞    

 ＊＊＊＊｢福島ぽかぽかプロジェクト｣ （特非） ＦｏＥ 

   子供や妊婦さんを一時的に放射線量の低い地域で保養していただくためのプロジェクトです。 

   宿泊費の補助、交通費、運営費などに使われています。できるだけ多くの親子が、できるだけ長い時間避難できる

よう引き続きの支援が望まれています。 

２０１４年３・１１ 星川・天王町店の売上金寄付            ６７，０５０円     

    ２０１３年４月～２０１４年３月 星川・天王町店での店頭募金    ３５，１６３円 

 ＜緊急支援＞ 

 ●フィリピン台風被害緊急募金   日比ネットワーク          ３０，０００円 

 

＜寄付＞ 

 ●貧困なくそうキャンペーン  （特非）ＡＣＥ ｢ﾋﾟｰｽ･ｲﾝﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ｣  

          １０/１７の売上 星川・天王町店   ７２，６２０円  

                         店頭募金     ８，６６６円 

 ●レインボーキャンペーン    IYAMAN．Ｉｎｃ  

                          店頭募金    ６，４００円  

（１２８個のクレヨン） 
  

毎月 11 日の売上の 20％

と３・１１当日の売上全

額・店頭募金を寄付して

います。ご協力ありがとう

ございました！ 

貧困なくそうキャンペーン「STUND UP」 

レインボーキャンペーン 

送られたクレヨンで早速お絵かき 

●布チョッキン                募金      ２５，５００円 
※詳細は裏面をご覧ください 

 



 

    

            
    
    
    
    
    
    
    
    
 

  

 

 

                           

  

    
    
    
    
    

            

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 WE２１ジャパン･ほどがや       
WE ショップ星川店 Tel/Fax：045－334－5140  10:30～17:30  休業日： 土曜・日曜・祝日 

     WE ショップ天王町店 Tel/Fax：045－333－6336  10:30～17:30  休業日： 水曜・日曜・祝日 
 

◆チェルノブイリと下北半島の核サイクル施設、そして福島から未来に向けて 
 講師：郡司眞弓さん（ふくしま支援・人と文化ネットワーク事務局長）  3 月 1 日 

お問い合わせは 

ＷＥショップへ    

20 年以上も内戦が続いたカンボジアでは、復興の遅れ

や極端な貧富の差によって起こる様々な問題により多くの

子ども達が教育を受けることができず、遊具も不足してい

ます。 

第 1 回ＷＥ講座では、ひとりでも多くのカンボジアの子ど

も達へ人形とボールを届けるため、ＷＥショップへの提供

品の布を活用して遊具作りのお手伝いをしました。「幼い難

民を考える会」事務局の方から現地の状況や活動報告を 

 

◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆    お知らせお知らせお知らせお知らせ    ◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆ 

裂 き 織 り 講 習 会    ：：：：    毎月第２木曜日 １３：００～１５：００ 費用 300～500 円  

布 ぞ う り 講 習 会    ：：：：    毎月第３水曜日 １３：００～１５：３０     500 円 

リメイク小物づくり講習会     ：：：：    毎月第４水曜日 １３：００～１５：３０     300 円前後 

星川店 

４月 ７～ ９日 スプリングセール開催 

５月１２～１３日 ミニ花器フェア開催 

天王町店 

４月２４～２６日 春の感謝セール開催 

５月１２～１７日 フェアトレードフェア開催 

総会は5月24日（土）です 

◆「みんなで布チョッキン」 —認定ＮＰＯ法人「幼い難民を考える会」— 
     連続ＷＥ講座 第 1 回    2 月 26 日 
 

廃炉作業が 2000 年から今も、ずっと続いているというチェ

ルノブイリ。従事者は 3000 人以上。まだまだ続く。 

被ばく限度を超えた専門家の知識は、大勢の現従事者誰

にも伝えられず、素人であるがゆえに度重なる小さなミス。こ

の小さな”塵”はいつ”山となって”目の前にそびえたつの

か？塵のように目に見え、箒で掃けたらいいのに。 

3.11 胎児だった我が子は 2 歳半に成長し、この過程で、裸

足で、砂場で、泥水で、雨の中、風の中、落ち葉を拾い、小

石をなめ、外で遊んできた。同じ年月を、外を知らず、室内さ

え一部しか移動の自由がないまま過ごしてきた子たちもい

る。前者も後者も、その影響の出方を知る人はいない。遊ば

せても、閉じ込めても、不安なのだ。 

 

26 年が経った彼の地では、事故当時を知る由もない

現在の子どもたちに、呼吸器・消化器・骨・視力の障害

や倦怠感がみられ、しかも「今後増える」と言われてい

るそうだ。 

私たちはまだ四年目なのだ。不安の波は治まること

はなく、叱咤となって子どもに向かってしまう。全国どこ

にいても、同じストレスの親子はたくさんいるだろう。何

しろ私たちは囲まれているのだから。 

どこに向かい進めばいいのかわからないままだけれ

ど、ただ一つ、政府にとっては邪魔な事実が秘密にさ

れ、無根にされないよう、日々行動せねばならないと決

意新たにすることができた。（香川）  

伺ったあと 17 名の参加者がおしゃべりしながらも真剣に、

型紙通りに布をチョッキンチョッキン。人形が 11 体、大小

のボールが 29 個分もできました。当日募金も 12,500 円集

まりました（カンボジアの女性たちの縫製労賃や保育者研

修などに活用されます）。シンプルでわかりやすい仕組み

の支援プログラムで私たちの脳も活性化。「また参加した

い」という声がたくさん聞かれました。  （黒木） 

 

カンボジアの子ども達に思いをよせながら布をチョッキン 出来上がった人形とボールの型紙 


